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研究計画内容 1. 研究の目的 

現在の日本の財政においては、社会保障費が膨張し財政赤字の拡大が続

いています。それに対応して、2014 年 4 月から消費税が 8％に引き上げ

られ、2015 年 10 月からは 10％に引き上げられることが予定されていま

す。社会保障費が膨張している背景には少子高齢化の進行があると考え

られます。そこで私たちは、現在の社会保障制度、特に年金と医療つい

て問題点がどこにあるか、これからの社会保障制度がどうなっていくか、

また社会保障を持続していくにはどうするべきかを研究します。 

 

2. 研究の内容 

日本では少子高齢化により、年金や医療費といった社会保障給付の財源

不足など様々な問題が起こっています。その対策として行われた消費税

増税でも社会保障給付はまかないきれておらず、まだまだその財源は足

りていない状況です。このような社会保障の危機に対して私たちは、社

会保障制度そのものの改善も必要ですが、同時に、根本的な問題である

少子高齢化への対策も必要であると考えます。特に、出生率を上昇する

ためにどのような少子化対策が望ましいかを考えていきます。 

 

3. 期待される成果 

少子化対策として私たちは、①国や地方自治体から保育・教育費、医療

費、児童手当などの資金を援助してもらう、②女性が働きやすいように、

在宅勤務の検討やフレックスタイム制を導入するなどの女性労働の環境

を見直す、③地域のコミュニティを改善し周囲と協力することで子育て

しやすい環境をつくることの 3 つを提案します。この 3 つを行うことで

少子化は改善されると考えます。 


